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財政援助団体等の監査の結果に関する報告について（提出） 

 

地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき、財政援助団体等に対する監査を実施したの

で、同条第９項の規定により監査の結果を報告します。 

 

記 

 

１ 基準に準拠している旨 

  監査委員は、南魚沼市監査基準（令和２年２月１２日監査委員告示第１号）に準拠して

監査を行った。 

 

２ 監査の対象 

  令和４年度において、南魚沼市が補助金等を交付した団体（財政援助団体）及び公の 

施設の管理を行わせている団体（指定管理者）。 

 

３ 監査の実施期間及び実施団体  令和５年８月２９日から令和５年１１月２７日まで   

実施月日 実 施 団 体 

９月２８日 塩沢商工会   

９月２９日 一般社団法人南魚沼市観光協会、大巻地域づくり協議会 

１０月３日 社会福祉法人長慶福祉会（たんぽぽ保育園） 

１０月４日 
株式会社ベースボール・マガジン社（大原運動公園等体育施設） 

一般社団法人南魚沼市まちづくり推進機構（南魚沼市事業創発拠点）  

 

４ 監査を実施した監査委員 

南魚沼市監査委員 片 桐 真 司 

南魚沼市監査委員 関   常 幸 



５ 監査の方法 

  監査にあたっては、現地に赴き、各団体から提出された資料及び提示のあった関係帳簿・

関係書類を調査するとともに、次の点を中心に関係職員からの説明を聴取するなどの方法

により実施した。また、指定管理者が管理する施設（以下「指定管理施設」という。）につ

いては、当該施設の現地調査を実施した。 

（１）交付された補助金等が交付目的どおりの効果を発揮しているか 

（２）指定管理制度が有効に機能しているか 

 

６ 監査の結果 

  交付された補助金等に係る出納その他の事務は概ね適正に処理され、その目的どおりの

効果があるものと認められた。 

  指定管理施設の管理・運営についても適正に行われているものと認められた。 

  各団体に係る監査の結果は、以下のとおりである。 

 

○塩沢商工会 

１ 補助金の交付状況（令和４年度） 

南魚沼市商工業振興事業補助金（経営改善指導員設置及び指導事業） 

  ４，０９６，０００円 

２ 団体の概要 

会員 ５４１名（組織率 ５８．５％） 

  役員 会長１名、副会長２名、理事２４名、幹事２名 

  総代 １００名 

  組織 ８部会、５委員会、事務局（事務局長１名、職員５名、臨時職員３名） 

 

３ 監査の結果 

（１）令和４年度一般会計収支決算書                   （単位：円） 

収  入 支  出 

県 補 助 金 27,103,056 経営改善普及事業指導職員設置費 28,650,924 

市 補 助 金 4,096,000 経営改善普及事業指導事業費 4,937,453 

助 成 金 収 入 790,000 地 域 総 合 振 興 事 業 費 9,522,859 

会 費 ・ 手 数 料 27,116,311 そ の 他 19,488,182 

そ の 他 2,790,085 次 期 繰 越 収 支 差 額 3,613,084 

前 期 繰 越 剰 余 金 4,317,050   

合  計 66,212,502 合  計 66,212,502 

 

（２）監査委員の所感 

  地区商工業者のうち、商工会員は５４１事業者、組織率は５８．５％となっている。 

 コロナ禍においては、各種相談事業や補助金、助成金などの支援事業受付を多数行い、時



間を惜しまない丁寧な対応が評判となり、新規入会者が２６件あった。経営・税務・労務・

金融の多方面で相談ができることは会員の大きなメリットであり、重要な役割を果たして

いる。また、しおざわ夏まつり、雪譜まつりなど、他の地域に先駆けてコロナ前の規模に

戻して開催し、経済の回復に努めている。市内３商工会の合併においては令和７年４月の

合併期限に向け、幹事として事業の精査などの様々な業務のすり合わせを行っている。今

後は、経営指導員・経営補助員等の人材育成に努力されるとともに、市、観光協会等と連

携を深め、現場ならではの視点から提言や情報発信などにご尽力いただきたい。 

 

○一般社団法人南魚沼市観光協会  

１ 補助金の交付状況（令和４年度、３年度） 

（１） 令和４年度 南魚沼市ふるさと応援プレミアム付き旅行券事業補助金 

１４２，８２４，４０１円 

（２） 令和３年度 南魚沼市ふるさと応援プレミアム付き旅行券事業補助金  

１１４，９３２，２９６円 

２ 団体の概要 

設 立 平成２５年８月２６日 

目 的 観光経済のまち、南魚沼市における観光事業の健全な発展を図り、もって地域

経済及び地域文化の発展並びに公共の福祉に寄与すること（定款から）。 

役 員 理事１２名 監事２名 

 

３ 監査の結果 

（１）決算書 

ア 令和４年度南魚沼市新型コロナ復興旅行券発行特別会計事業決算書（単位：円） 

収  入 支  出 

市 補 助 金 142,824,401 印 刷 製 本 費 1,361,877 

売 上 金 295,568,000 宣 伝 費 2,092,000 

雑 収 入 273 委 託 料 11,662,905 

  事 務 費 1,978,892 

  販 売 費 421,297,000 

合  計 438,392,674 合  計 438,392,674 

イ 令和３年度南魚沼市新型コロナ復興旅行券発行特別会計事業決算書（単位：円） 

収  入 支  出 

市 補 助 金 114,932,296 印 刷 製 本 費 951,346 

売 上 金 230,083,000 宣 伝 費 5,843,464 

雑 収 入 94 委 託 料 9,199,735 

  事 務 費 1,185,845 

  販 売 費 327,835,000 

合  計 345,015,390 合  計 345,015,390 



（２）監査委員の所感 

  令和２年度から４年度にかけてコロナ禍における経済支援策として行われた南魚沼市ふ

るさと応援プレミアム付き旅行券事業（雪恋）補助金をめぐり、市観光協会が事業の一部

を委託した一団体からの販売代金納入の遅滞・遅延や未納に対し、市観光協会内部で数か

月に渡り報告が遅れるなど適切でない対応があり、事態把握が遅れ大きな問題となった。 

  このことを受け、市観光協会として講じた再発防止策について確認した。令和３年度ま

で不在だった事務局長を置き決裁権者の明確化を図り、会計処理の際には複数人で互いに

確認し合う体制を整え、職務権限や内部統制上のルールを決裁規程等に明記するなど、内

部統制の面で、然るべき対策が取られていた。今後はリスク管理を念頭に置きつつ、職員

が連携し合い風通しの良い法人運営されることを望むものである。 

登録観光地域づくり法人（登録ＤＭＯ）になったことで、様々な取り組みにチャレンジ

する幅が広がった。地域経営の視点に立った観光地域づくりの司令塔として、長年ともに

歩んできた各観光協会、会員、職員が一丸となり、今後の観光業の発展に寄与されること

を望むものである。  

 

○大巻地域づくり協議会  

１ 交付金の交付状況（令和４年度） 

（１）地域活性化支援事業交付金                ３，９８０，０００円 

（２）地域活動拠点支援事業交付金               ２，４９０，０００円 

（３）地域コミュニティ活性化支援事業交付金（ふるさと納税事業分）   １，２５０円 

 

２ 団体の概要 

名  称：大巻地域づくり協議会 

  構 成 員：２３名 (会長１名、副会長３名、幹事２、委員１３名、会計監査２名、 

事務長１名、事務長補佐１名) 

  業務内容：地域コミュニティの活性化を図る活動拠点としての業務 

 

３ 監査の結果 

（１）令和４年度収支決算書 

ア 地域活性化支援事業分（地域コミュニティ活性化支援事業含む） 

  ○収入の部                             （単位：円） 

区  分 決 算 額 備  考 

前年度繰越金 ９１，７３４   

地域活性化支援事業交付金  ３，９８０，０００ 市より 

地域コミュニティ活性化支援事業 

交付金（ふるさと納税事業分） 

７，２５０ 市より 

３年度分 6,000円含む 

雑収入 ５６６  

合  計 ４，０７９，５５０   



 ○支出の部                            （単位：円） 

区  分 決 算 額 備  考 

基礎事業費 １，２６１，７１８   

提案事業費①～⑥計 ２，７０７，２８１  

①組織づくりに資する費用 １，６９９，９７６  

②地域活性化に資するイベント費用 ３９７，７００  

③安全・安心に資する費用 ４６３，２８５  

④環境改善に資する費用 ８２，３２０  

⑤健康増進活動に資する費用 ２０，０００  

⑥広報活動に資する費用 ４４，０００  

合  計 ３，９６８，９９９  

   

収入合計 ４，０７９，５５０円 － 支出合計 ３，９６８，９９９円  

＝ 次年度繰越金 １１０，５５１円 

 

  イ 地域活動拠点支援事業分 

○収入の部                            (単位：円) 

区  分 決 算 額 備  考 

前年度繰越金 ０   

地域活動拠点支援事業交付金 ２，４９０，０００ 市より 

広域協定負担金 ５１，０００ 通信費 

合  計 ２，５４１，０００   

〇支出の部                           (単位：円) 

区  分 決 算 額 備  考 

人件費 ２，３２５，０００ 事務長・事務長補佐 

保険料 ２７，１４１ 労災、雇用保険料 

コピー機リース料 ７２，０００ 小林紙店 

通信費 １０１，２７３ フレッツ光、ネット回線 

鍵保管料 １５，０００ セブンイレブン 

合  計 ２，５４０，４１４  

   

収入合計 ２，５４１，０００円 － 支出合計 ２，５４０，４１４円  

＝ 次年度繰越金 ５８６円 

 

 

 

 



（２）監査委員の所感 

  大巻地域のコミュニティ活動の中心として、地域の環境整備事業や活性化事業を通じ、

地域と行政をつなぐ橋渡し役を担っている。大巻地域づくり協議会が入っている地区セン

ター施設の老朽化に伴い、おおまき小学校隣接地への移転新築に向け、準備を進めている。

地域づくり協議会から学校運営協議会委員を選出していることから、地区センターと地域

づくり協議会が移転することで、地域と子どもたちの交流がさらに深まり、コミュニティ・

スクールの中核となることが期待される。 

  今後も地域の要望を聞きつつ基礎事業を着実に進めるとともに、提案事業では、子ども

たちも含め地域住民が明るく笑顔になれる事業を進めていただきたい。長いコロナ禍によ

り中止になっていた各地の行事も再開されているところであり、大巻地域に伝わる伝統的

な行事が受け継がれていくよう尽力願いたい。大巻地域の特色を活かし、地域の活性化に

寄与されることを望むものである。 

 

○社会福祉法人長慶福祉会（たんぽぽ保育園） 

１ 補助金等の交付状況（令和４年度） 

（１）南魚沼市保育士等処遇改善臨時特例交付金         １，８４７，５２０円 

（２）障がい児保育事業補助金                 ２，０００，０００円 

（３）教育・保育施設健診事業補助金                １４３，８９８円 

（４）子ども・子育て支援体制整備総合推進事業補助金         １９，０００円 

（５）一時預かり事業補助金                  ２，６７９，０００円 

（６）延長保育事業補助金                     ５６３，０００円 

（７）南魚沼市保育所等新型コロナウイルス感染症対策支援事業補助金 ５００，０００円 

（８）南魚沼市保育所等副食費負担軽減支援事業補助金        ８１０，０００円 

（９）南魚沼市保育所等給食材料費支援事業補助金          ５２４，６１０円 

 

２ 団体の概要 

名  称 社会福祉法人長慶福祉会（たんぽぽ保育園） 

所 在 地 南魚沼市坂戸３４７番地９ 

設  立 平成２７年６月 

事業内容 保育所、一時預かり事業、放課後児童健全育成事業 

 

３ 施設の概要 

名  称 たんぽぽ保育園 

所 在 地 南魚沼市坂戸３４７番地９ 

  開  設 平成２８年４月１日 

  定  員 １１０名 

 

 



４ 監査の結果 

（１）令和４年度決算書                       

ア たんぽぽ保育園拠点区分 資金収支計算書           （単位：千円） 

収 入（３月３１日決算） 確定金額 支  出（３月３１日決算） 

委 託 費 １２５，３６９ １３９，３５７ 人 件 費 １０１，５１２ 

補 助 金 ４，３３０ ９，０８７ 事 業 費 １５，１１８ 

利 用 料 １，６３３  事 務 費 ９，１８７ 

そ の 他 ２，７４０  そ の 他 ２，９９４ 

   (当期収支差額) ５，２６１ 

合  計 １３４，０７２  合  計 １３４，０７２ 

＊市と団体の決算時期が異なるため、委託費と補助金の金額が一致しない。 

 

イ 入園状況及び職員配置 （令和５年１月末現在）         （単位：人） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合 計 

定 員 １７ ２０ １７ １９ １９ １８ １１０ 

在 籍 数 １７ ２０ １７ ２０ １９ １７ １１０ 

 

  ・園 長    １名      ・主任保育士   １名  

  ・保育士   １９名      ・保育補助    ２名 

  ・栄養士    １名      ・調理師     ３名 

  ・事務員    １名      ・その他     ２名 

 

（２）監査委員の所感 

「ヨコミネ式教育法」を取り入れ、読み書き・計算・体操・音楽といった就学前教育を 

行うことで、心の力・学ぶ力・体の力をつけさせ、子どもたちが自ら考え判断し行動でき

る「自立」を目標としている。子どもたちは生き生きと課題に取り組み、職員が褒め励ま

すことで、さらに難しい課題に挑戦したいというやる気が芽生えていた。「子どもは地域の

宝」である。コロナ禍において中断していた地域の方たちとの交流を再開する等、この地

域に愛される園となるよう一層の努力をお願いしたい。また、今後は特色ある保育方針を

さらに充実させ、処遇改善等の職員雇用体系についても適切に対応し、経理関係事務にお

いては税理士など専門家の助言を受け、さらに透明性を高め計画的で安定した経営が行え

るよう望むものである。 

 

 

 

 

 

 



○株式会社ベースボール・マガジン社 

（大原運動公園、欠之上クロスカントリーハウス、石打グラウンド） 

１ 指定管理委託料の交付状況（令和４年度） 

（１）大原運動公園等体育施設 指定管理委託料        ２２，９５６，１２６円 

（２）大原運動公園等体育施設(附帯的業務)            ７，７００，０００円 

２ 団体の概要 

  名   称：株式会社ベースボール・マガジン社 

  住   所：本  社 東京都中央区日本橋浜町２－６１－９ 

         新潟支社 新潟県南魚沼市荒金４８６－２４ 

  事 業 概 要：本社は、創業７７年のスポーツ総合出版社。新潟支社は、大原運動公園 

の第一期指定管理から１０年にわたり携わっている。市民の生涯スポーツ 

推進と健康で明るい社会生活の向上を目指し、施設運営を行っている。 

 

３ 指定管理施設の概要 

名    称：大原運動公園 

  所  在  地：南魚沼市万条新田４１７番地 

  名    称：欠之上クロスカントリーハウス 

  所  在  地：南魚沼市欠之上５０５番地２ 

  名    称：石打グラウンド 

  所  在  地：南魚沼市下一日市３１番地１  

  指 定 期 間：平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで 

指定管理業務：（１）管理物件の利用許可等に関すること。 

（２）管理物件の運営に関すること。 

（３）管理物件及び設備等の維持管理に関すること。 

（４）前各号に掲げるもののほか、甲が必要と認める業務 

 

４ 監査の結果 

（１）令和４年度事業内容 

１）決算額 

指定管理委託料 

【大原運動公園】                          （単位：千円） 

収       入 支       出 

利 用 料 ９，６９８ 人 件 費 ２１，０００ 

指 定 管 理 料 ２５，４７６ 施 設 管 理 運 営 費 １６，９１７ 

自 主 事 業 １６，５９８ ス ポ ー ツ 振 興 事 業 １３，７３５ 

  （ 当 期 収 支 差 額 ） １２０ 

合 計 ５１，７７２ 合 計 ５１，７７２ 

 ※千円未満四捨五入。 



【欠之上クロスカントリーハウス】                  （単位：千円） 

収       入 支       出 

利 用 料 ６５６ 人 件 費 ２，４００ 

指 定 管 理 料 ４，８００ 施 設 管 理 運 営 費 ２，８１７ 

自 主 事 業 ２９７ ス ポ ー ツ 振 興 事 業 ５２５ 

  （ 当 期 収 支 差 額 ） １１ 

合 計 ５，７５３ 合 計 ５，７５３ 

 

【石打グラウンド】                        （単位：千円） 

収       入 支       出 

利 用 料 ５ 人 件 費 １７０ 

指 定 管 理 料 ３８０ 施 設 管 理 運 営 費 １０９ 

自 主 事 業 0 ス ポ ー ツ 振 興 事 業 １０６ 

  （ 当 期 収 支 差 額 ） ０ 

合 計 ３８５ 合 計 ３８５ 

 

２）利用人数、利用料 

年 

度 

大原運動公園 
欠之上クロスカントリー 

ハウス 
石打グラウンド 

利用人数（人） 利用料（千円） 利用人数（人） 利用料（千円） 利用人数（人） 利用料（千円） 

２ ２７，８２０ ４，５８１ ６，３８０ ９２８ ２２４ ２７ 

３ ３６，５７０ ６，０５６ ５，５２９ １，１５２ ２８８ １２ 

４ ４３，５７９ ９，６９７ ４，５１５ ６５６ １４ ５ 

 ※法人から提出の資料により作成。 

 

（２）監査委員の所感 

  コロナ禍により各種大会やイベントが中止となる中、感染症対策に配慮しつつ、できる

事業を手探りで行ってきた。利用料収入が落ち込んだため、自主事業としてサポーターズ

企業協賛の取組やショップ販売に力を入れてきたところだが、ようやく利用客がコロナ前

に戻りつつあり、深閑としていた施設に子どもたちの声や保護者の声援が響き活気が戻っ

てきた。 

施設環境は整ってきており、市民にも県内外の利用者にも需要のある施設となっている。

市民のスポーツ及びレクリエーションの更なる普及振興を図り、健康で明るい地域社会の

向上に寄与するため、今後も尽力いただきたい。 

 

 

 



○一般社団法人南魚沼市まちづくり推進機構 

１ 指定管理委託料の交付状況（令和４年度） 

南魚沼市事業創発拠点（ＭＵＳＵＢＩ－ＢＡ）       ６，６４６，０００円 

 

２ 団体の概要 

  名  称：一般社団法人南魚沼市まちづくり推進機構 

  所  在  地：南魚沼市六日町９１番地２ 

  法 人 設 立：平成２９年４月１７日 

会  員  数：２９団体 

  基 金 総 額：４,３５０,０００円  （南魚沼市から出捐金１００万円を拠出） 

 

３ 指定管理施設の概要 

名     称：南魚沼市事業創発拠点（ＭＵＳＵＢＩ－ＢＡ） 

  指 定 期 間：令和４年４月１日から令和７年３月３１日 

  指定管理業務：（１）利用の許可及び利用料金徴収に関する業務 

         （２）施設及び備品の管理に関する業務 

         （３）前２号に掲げるもののほか、委託者が特に必要と認める業務 

 

４ 監査の結果 

（１） 令和４年度収支決算書                     (単位：円) 

収    入 支    出 

利用料その他売上 ９３４，７３４ 人 件 費 ２，９９６，０００ 

指定管理委託料 ６，６４６，０００ 外 注 費 ８３２，７４０ 

  消 耗 品 費 ７４３，９６５ 

  備 品 費 ２９９，６６２ 

  通 信 費 １１６，２７２ 

  リ ー ス 料 ２３，３３１ 

  施 設 管 理 費 ４０５，２４０ 

  管 理 運 営 費 １，０８３，４４２ 

  （ 収 支 差 額 ） １，０８０，０８２ 

合  計 ７，５８０，７３４ 合  計 ７，５８０，７３４ 

 

（２）監査委員の所感  

令和４年４月１日から「ひと」と「しごと」と「まち」をつなぐ創発拠点として指定管

理をスタートした。令和４年度は、当初計画を大幅に上回る４，２１９人の利用があり、

アンケートでは好感度の高い意見をいただいている。令和５年度から、利用者の更なる増

加と利便性を図るため、休日の開館、貸切り時に一定のコワーキングスペースを確保する

などの見直しを行っている。指定管理２年目となり、法人として確固たる土台を築きつつ、

管理者として着実に業務を進めていただきたい。また、利用者の安全確保のため保安管理



面の強化をさらに充実させていただきたい。  

起業・創業を支援し、市内外の企業・教育機関・各種団体等の交流を促進することによ

り、新たな事業の創出及び雇用の増加を図り、市の産業振興に資することを期待するもの

である。当市のまちづくりの一翼を担う中心的存在として、事業創発拠点のより効果的な

運営を図っていくことを望むものである。 


